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新
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こ
の
「
ソ
フ
ィ
ア
上
尾
住
環
境
新
聞
」
は
、
住
民
の
皆
様

に
住
環
境
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

思
い
を
込
め
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
聞
を
読
ん
で

少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

９
月
２
９
日
（
水
）
に
第
１
回
目
の
車
両
交
通
量
実
測
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
測
の
光
景
を
見
ら
れ
た
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
午
前
６
時
４
５
分
、
実
測
に
参
加
さ
れ
る
住
民
の
方
と
学

生
が
ソ
フ
ィ
ア
上
尾
Ｂ
棟
１
Ｆ
の
集
会
室
に
集
ま
り
ま
し

た
。
実
測
に
は
７
名
の
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ
、
学
生
が
住

民
の
方
１
名
に
１
人
ず
つ
付
き
、
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
計
測
場
所
に
移
動
し
、
７
時
２
０
分
か
ら
実
測

を
開
始
。
学
生
と
住
民
の
方
が
２
人
で
１
組
と
な
り
、
車
両

交
通
量
を
計
測
し
ま
し
た
。
９
時
を
回
り
、
実
測
終
了
。
実

測
の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
日
の

実
測
調
査
を
終
え
ま
し
た
。 

 

上
と
下
の
写
真
は
実
測
の
風
景
で
す
。
実
測
中
は
ソ
フ
ィ

ア
上
尾
の
住
環
境
の
話
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
の
事
な

ど
話
し
な
が
ら
、
計
測
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、「
こ
こ
ま
で
違
反
車

両
が
多
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

実
測
調
査
の
結
果
に
関
し
て
は
「
ソ
フ
ィ
ア
上
尾
住
環
境

新
聞
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

芝浦工大三浦研究室 
鍋島 大典 
近藤 良一 
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≪お問い合わせ先≫ 
芝浦工業大学 システム工学部 環境システム学科 三浦研究室 
〒337-8570さいたま市見沼区深作 307  TEL 048(687)5832  FAX 048(687)5199 
E-mail r01032@sic.shibaura-it.ac.jp     教授：三浦昌生 担当学生：鍋島・近藤 
ホームページ http://www.mmlab.se.shibaura-it.ac.jp/ 

実測概要 

日時   ：10 月 9 日(土) 10 時～15 時 

集合場所：ソフィア上尾 Ｂ棟１Ｆ集会室 

集合時間：9 時 30 分 

計測内容：土曜日の駅前における車両交通量、路上駐車、人の通行量を調査する 

応募方法：各棟の掲示板に設置してある「第 2回車両交通量実測調査申し込み書」に 

ご氏名、ご連絡先、参加可能な時間をご記入の上、7日(木)までに 

ふれあい BOX に投函してください。 

※この申し込み書は当日参加していただける方の数の確認と連絡用のみに使わせていただき

ます。また、ご不明な点は研究室へお問い合わせください。 

第２回車両交通量実測調査に 

                  ご参加ください。 

車両交通量調査とは「車の流れる量」と「流れかた」を調

べるものです。決して難しくはありません。計測に使う機器

はカウンター【右の写真】（ボタンを押して数を数えるもの）

だけですので、だれにでもできる簡単なものです。 
前回の実測に参加された方は 
「以外と簡単だったので安心しました」 
「身近でこんなに環境悪化しているとは思わなかった」 
などの感想をいただきました。 
実際に計測に参加された方と結果だけ見られる方では

感じ方がまた変わってくると思います。普段ではなかなか

経験できないことだと思いますので、ふるってご参加くださ

い。 

実際に使用するカウンター 

また参加される方が多ければ多い程、詳しいデータを採ることもできますので 1時間、2時間だ 
けのご参加もお待ちしております。 


